
株式会社MAST

次世代管理職を
早期育成する

３つのポイントと効果
次世代管理職のオンボーディングに必要なものは？



次世代管理職の早期育成３つのポイント

概略
１：管理職になりたくない社員が多いのはなぜ？
２：管理職育成において重要な視点は？「早期育成・オンボーディング」
３：次世代管理職、早期育成の３つのポイント
４：早期育成による効果
５：次世代管理職育成　オンボーディングプログラム 「部下トレ」

株式会社MAST ：岩見俊哉



非管理職の会社員の６割が
管理職になりたくない

引用：厚生労働省　２０１８年版「労働経済の分析」（労働経済白書）



管理職を望まない理由は？

引用　厚生労働省　2018年版　労働経済白書

１：責任が重くなる　71.3%
２：業務量が増え長時間労働になる　65.8%
３：部下を管理指導できる自信がない 57.7％

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/roudou/18/18-1.html


次世代管理職が陥る４つの課題

部下育成が上手くいかない
多様な価値観を受け入れて、部下の成長を
支援しながら、会社に貢献を求めるバラン
スが不足していると上手くいきません。

課題設定や解決に苦渋
部下や関係各所へヒアリングや進捗状況
未達成事項を俯瞰し、細部の情報も入れて
課題設定する力が不足し課題解決できない

セルフマネジメントの不足
セルフマネジメントの不足自身の目標達
成、タスク管理、モチベーション維持など
「セルフマネジメント能力」が必要で業務
をコントロールする能力が身についてない
と目標の未達や過重労働になりがちです。

調整スキルの不足
他部署や経営層との連携が不可欠で、連携
を円滑に行うためには、自分の部下やチー
ムの現状や課題の説明能力、解決策や提案
を経営層に承認してもらう交渉力が必須

管理職の会社員の６割が管理職になりたくないと考えていることが、厚生労働省が２８日発表した２０１８
年版「労働経済の分析」（労働経済白書）



管理職の人手不足への
危機感は強い

 
引用：厚生労働省　２０１８年版「労働経済の分析」（労働経済白書）

働く人の所感でみた人手不足感は？



原因は職場での
経験・体験にあり
・成功体験・成長実感の少なさが
　不安要素に

・管理職の忙しさを目の当たりに

・周囲の支援の少なさが意欲低下に



２、管理職育成において重要な視点は？
「早期育成・オンボーディング」

成功体験と成長実感
の蓄積

社員のありたい姿を引き出し、法
人として求める姿を明確に共有し
た上で行う合意形成と適切な目標
設定により成功体験と成長実感を

構築

管理職を想定した
早期プログラムの

実施
貴社の管理職像を明確にした

上で行う早期管理職育成
プログラムの提供

総合的な支援
上司と部下・メンターによる
1on1やミーティングの設計、

同一階層、他部署など、タテ、ヨ
コ、ナナメの総合的な支援体制の

構築による総合的支援
 



３、次世代管理職の早期育成
３つのポイント

ブレンディッド・
ラーニング

集合研修、オンライン、1on1な
ど様々な研修を組み合わせる

事による行動変容までの
支援が重要です。

自社に合わせた
要件定義の設定

課題を抽出して
要件定義した上でプログラム

策定が必要。

アウトプット&
フィードバック

学んだ事を実践し、上司、同一階
層からのフィードバックを入れた

協調学習が重要です。

https://www.elc.or.jp/keyword/detail/id=147
https://www.elc.or.jp/keyword/detail/id=147


４、早期育成３つの効果

ワークエンゲージメント
尺度が大きく改善！

メンタル低下による労働
損失を年間３３０万円の

改善
 

導入組織の８割でモチベーシ
ョンスコアが継続的に改善！

 



５、次世代管理職育成　オンボーディ
ングプログラム 「部下トレ」



５、次世代管理職育成　オンボーディ
ングプログラム 「部下トレ」



次世代管理職育成の全体像



何を合意形成するのか？



紹介手数料:約150万円
管理職の平均年収は

約501万円
紹介手数料

理論年収の30%

７年分の1050万円
コスト削減

新卒10人採用→3割退職
管理職：4割
→管理職2.8人

新卒から管理職になるまでの
平均年数10年

３年で管理職を1名育成
 

次世代管理職育成にかかるコストを
大きく削減！



次世代管理職育成にかかるコストを
大きく削減！



導入までの流れ

１：事前・調査
•ヒアリング

アンケート、インタ
ビューなど事前にお

打ち合わせの上で
リサーチをさせて

頂きます。

２、要件整理と
設計

事前調査の内容を
元に人事の課題共有
と要件定義、人事支

援や研修の設計、
KPIを共有。

 
３、研修•コン
サルティング

 
設計に基づいた

研修やコンサルティ
ングを実施、オンラ
イン、対面、個別研
修、1on1などフレ

キシブルに可能

注意事項

プレゼンテーション
は、実演で利用でき
るコミュニケーショ

ンの道具です。



ご相談は
こちらまで

住所
東京都府中市緑町3-8-11 
ヴェール東府中403

電話
042-310-9748

メールアドレス
info@mast-1.com


